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研究成果の概要（和文）：地域 FM ラジオ放送のオンデマンド放送化および検索技術の研究開発

の推進を行った．ラジオ音声を対象と想定し，音声中の聞きたい区間を容易に検索できる技術

の研究を推進し、地域 FMでは方言などが含まれるため「語彙外の言葉」でも検索できるように，

音素およびさらに細かな系列を開発し，任意の語彙での検索と性能向上を実現・成功した。さ

らに、様々な音声検索研究手法を公正・公平に評価するため、情報処理学会においてワーキン

ググループを立ち上げ、共通の音声データ、評価方法の整備を推進し研究者への公開を実施し

社会貢献を果たした。 
 
研究成果の概要（英文）：We conducted the research and development of a methodology for 

on-demand broadcast of local FM radio and a retrieval technology for spoken broadcast 

data sets. Assuming spoken radio data, we conducted the research and development of a 

technology for retrieving a section of interest in the data. Because such local FM broadcast 

includes dialects, we developed the method for retrieving out-of-vocabulary terms by 

introducing a new unit that is shorter than a phone, and succeeded in open vocabulary 

retrieval and the improvement of retrieval. Furthermore, we established standard test 

collections for evaluating retrieval methods that have been recently proposed from many 

research institutes under the working group in Information Processing Society of Japan, 

and realized the research basis and the contribution of an academic society activity. 
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１．研究開始当初の背景 

インターネットの発展に伴って、テキスト
のみではなく、音声、音楽、静止画像、ビデ
オ情報などを利用できるようになった。百時
間以上の録音・録画が可能となり、扱える情

報量(データ)の増加は著しい。既にインター
ネット上の検索ニーズ・ビジネスが隆盛にな
ったように、蓄積された音響・映像情報に対
しても、聞きたい／見たい部分・場面の検索
など、様々な検索ニーズが高まると予想され
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る。 

岩手県立大学が主体となって地域ＦＭラ
ジオ局を来年度より運用を開始する予定に
している．地域ＦＭ局で放送される地域の情
報は住民には有益な情報である場合が多い。
放送を聞くことができなかった／重要な部
分を聞き逃した際には、後になって実際に放
送内容を聞きたいというニーズが高いと考
えられ、放送内容を容易に検索できる機能が
望まれる。ＮＨＫではテレビ番組に対し字幕
放送の運用を一部で開始したが、地域ラジオ
局や一般のラジオ局では放送内容にテキス
トを付与して提供することはコストが掛か
り現実的ではない。 

我々は平成１９年度までの科研費テーマ
で、音声・音楽情報を利用することによりビ
デオデータの音声・音楽部分の分離と、検索
用にビデオの構成要素を抽出する技術の研
究を進め、精度良く音声と楽曲ごとのまとま
りを抽出できることを確認した。これらの技
術を前進させ、地域ＦＭラジオ局の実データ
を実験フィールドとして、ラジオ放送データ
の検索／オンデマンド放送の実用化に向け
た研究を推進する。これにより、地域に密着
した貢献を果たすとともに、音響・映像情報
の検索技術の確立にも貢献するものと考え
る。またラジオ放送は視覚障がい者にとって
有用な情報獲得手段である一方、視覚障がい
者や老人にとって，現状のコンピュータのキ
ーボードを介した検索は非常に困難なこと
が多い。そこで、視覚障がい者・老人さらに
は健常者にとっても容易な音声を入力手段
とした検索技術についても研究のスコープ
に入れる。 

 

２．研究の目的 

従来、ラジオ局からの放送はユーザである
リスナーに対して一方通行的な放送形態で、
実際に放送内容を後から聞きたいというニ
ーズには応えられなかった。また，実際のテ
レビ・ラジオ放送の検索は音声・音楽・生活
音・雑音など混在しているため、内容に対し
て検索することが困難であった。我々は前回
の科研費テーマにより音声／音楽の区間を
抽出する方法を開発しており、これを発展さ
せ、地域ラジオ局の放送した番組の検索技術
の確立を目指す。具体的には以下の実現を図
る。 

(1)放送音声の検索技術の確立：放送された番
組内の音声区間を同定し、ユーザが聞きた
い部分の検索キーワードをキーボードから
テキストであるいはマイクから音声で指定
することで、その検索キーワードが話され
ている放送音声区間を高精度に検索する技
術を確立する 

(2) 放送音楽の検索技術の確立：放送された
番組内の音楽区間を同定し、ユーザが聞き

たい部分の楽曲名をテキスト、あるいはメ
ロディを音声等で指定することで、対応す
る音楽区間が高精度に検索できる技術を確
立する 

(3)放送番組データのアーカイブ(蓄積)方法お
よび検索のための情報付与方式、ラジオの
オンデマンド方式の実現可能性を検討し、
その提供方式を研究開発する 

 

３．研究の方法 

本研究では、下記の４件のサブテーマに分け
て研究開発を推進した。 
(1)ラジオ放送の音声・音楽区間の識別と分
割技術の高精度化の研究開発 
(2)ラジオ放送の音声区間の検索技術の研究
開発 
(3)ラジオ放送の音楽区間の検索技術の研究
開発 
(4)ラジオ放送のオンデマンド放送に向けた
課題整理および技術研究開発 
このうち(1)は、平成１９年度までの科研費
テーマである、ビデオデータの音声・音楽部
分の分離技術の研究を前進させ、さらなる高
精度化を図った。 (2)では、(1)により特定
された音声区間を我々の独自の音声検索技
術 を応用した。具体的には、地域 FMでは方
言などの音声認識システムの語彙には含ま
れない様々な言葉が含まれているため、「語
彙外の言葉」でも検索できるように，検索時
の単位として単語ではなく、音素およびさら
に細かな系列（1/2音素、1/3音素、SPS(Sub 
-phonetic Segment)）の研究開発を行い，任
意の語彙での検索機能の実現と音声検索性
能の向上のための研究を推進した。さらに検
索キーワードの入力手段として音声を用い
ることにより、視覚障がい者や老人さらには
健常者にとっても優しいインタフェースの
実現を目指し，音声クエリの実現方式の研究
も推進した。(3)では、特定された音楽区間
やビデオ区間を検索特定するため、新たなビ
デオ区間の検索方法の研究を推進した。(4)
では、上記の技術を利用して、実際のラジオ
放送のオンデマンド放送に向けて課題を整
理し、放送番組データの収集を試みそのアー
カイブ(蓄積)方法の検討を行った。これら４
件のサブテーマを有機的に連携しながら研
究を推進した。 
 
４．研究成果 
地域 FMラジオ放送のオンデマンド放送化お
よび検索技術の研究開発の推進を行った．上
記の研究の方法における４つのサブテーマ
に沿って報告を行う。(1) ラジオ放送の音
声・音楽区間の識別と分割技術の高精度化の
研究開発については、音楽における繰り返し
構造を利用し曲と曲の構造を抽出すること
によって曲境界を抽出する新しい技術を研



 

 

究開発し、国際雑誌論文①に採録されるなど
多数の学会発表を行った。(2)ラジオ放送の
音声区間の検索技術の研究開発については、
地域 FMでは方言など様々な音声認識システ
ムの語彙には含まれない言葉も含まれてい
るため、「語彙外の言葉」でも検索できるよ
うに，検索時の単位として単語ではなく、音
素およびさらに細かな系列（1/2音素、1/3
音素、Sub-phonetic Segment等）の研究開発
を行い，任意の語彙での検索と音声検索性能
の向上を実現・成功した。これらの成果は情
報処理学会の雑誌論文③として採録など国
際会議等で発表した。(3)ラジオ放送の音楽
区間の検索技術の研究開発については楽曲
検索を含めビデオの検索技術の研究を推進
し、国際会議等（学会発表の⑥等）で発表を
行った。(4)ラジオ放送のオンデマンド放送
に向けた課題整理においては、ラジオ放送の
オンデマンド放送に向けたデータ収集を実
施するとともに、データを利用する上で著作
権等の課題を整理した。さらに、音声検索研
究が盛んに行われるようになり、様々な研究
手法を公正・公平に評価するため、情報処理
学会の音声言語処理研究会のワーキンググ
ループを立ち上げ、共通の音声データ、評価
方法の整備を推進し、既に日本語評価セット
の研究者への公開を開始した。これにより研
究の基盤構築・学会活動への貢献を果たした。
この活動については雑誌論文②で採録され
た。 
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